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問題概要

N個の整数からなる数列Aがある 

1より大きい共通の約数を持つ整数同士のみを足して作れ
る最大の和は？ 

1 ≤ N ≤ 1,000, 1 ≤ Ai ≤ 1,000,000,000 
 
例: N = 4, A = [21, 15, 35, 18]
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3の倍数, 和は54

7の倍数, 和は56 最大



解法
S = {s1, ..., sk} の要素すべてが x の倍数である  
 → x の約数の倍数でもある → x の素因数の倍数でもある 

よって、素因数だけ考えてもOK 

xの素因数の数は高々 O(log x) なので、全部合わせても高々 
O(Σa ∈ A log{a}) = O(N log maxa ∈ A{a}) 

Aの各要素が実際に割り切れるか判定して、O(N2 log max Ai) 

実際は単なる約数の数も少ない (109までの最大が100個もない) 
ので素因数でなく単に約数としても間に合う
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注意点
1をどう処理するか 

各xについてxは約数としていれたい 

各iについてx/iとiをともに約数とする実装をしている
と、i=1を例外処理する必要がある 

さらに、x=1のときはそれも例外処理する必要がある 

1も約数として列挙してしまって、判定前に1を弾くよう
にすると、例外処理が減って楽
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統計情報
Acceptance / Submission 

81.63% (40/49) 

First Acceptance 

Online: fourt (00:07) 

Onsite: fourt (00:07)
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